博士学位論文　内容の要旨及び審査の結果の要旨　第22号 by 日本女子大学学務部研究支援課
 
博 士 学 位 論 文 
 
 















は  し  が  き 
 
 この冊子は、学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による公表を目的として、平成 22
（2010）年度に本学において博士の学位を授与した者の、論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を収
録したものである。 
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見せることである。ヒューマン・サービス従事者はネガティブな経験だけではない、ポジティブな経験や















のではない。それは子の介助など多くの客観的負担 (objective burden) が、健常児をもつ親よりもはる
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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
近年、著しい少子化にも関わらず、保育所の需要は高まり続けている。平成22年４月現在、３歳未満児
の 22.8%、３歳以上児の 41.7%が認可保育所に通っており、200 万人を超える子どもが保育を受けている。
一方、認可保育所を希望しながら入所できない子どもは２万人とも４万人とも言われている。認可保育所
の施設設備は、児童福祉施設最低基準（以下「最低基準」とする）により、乳児および２歳未満児１人に















































































幼児期には、①食事に必要な 1人あたり面積は約 1.03 ㎡、②午睡に必要な 1人あたり面積は約 1.40 ㎡、
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 さらに、第４章、第５章では、居住性能としてより総合的にとらえた居住者の判断基準を反映した環境
振動の評価指標を見出す手法を検討し、これまでの研究になかった居住者の意識を環境振動の評価指標に
反映させる手法を開発した。この手法による意識調査の結果から、第４章では床の鉛直振動、第５章では
住宅骨組みの水平振動を対象とし、居住者が環境振動の性能評価をどのようにとらえているか、その判断
基準と意識の特徴を見出し、これを反映させた性能グレードを提示している。さらに、これらを被験者実
験の結果と結びつけることで、居住者の判断基準として、標準的な性能グレード、よいと評価されるグレ
ードなど、それぞれに相当する振動の範囲を明示した。 
 これらの結果を総合して、第６章では、環境振動に対する目標性能の設定において、前章までの結果を
どのように活用できるかに焦点をしぼり考察を加えている。振動を感じた際の居住者の反応をより具体的
に説明できる資料を提示するとともに、それを用いて、建築主の要望から目標性能を設定するための活用
例を示し、個別の建物に設定した目標性能を、総体としての市民の評価から位置づける方策などを提示し
ている。 
第７章では、以上の考察・分析・提示したものを纏め、結論としている。 
 以上の研究成果および審査の結果から、審査委員会では本論文を以下のように評価できると判断するに
至った。 
本論文は一貫して被験者実験の結果に基づいて構成されている。前段では、これまで振動を感じるか否
かという感覚のみを対象としてきた環境振動の評価に対して、加速度範囲を拡張した振動評価に目を向け、
多数回の実験・調査の結果と、その解析の積み重ねに基づいて、定量的・客観的な結論を導いている。一
方、後段では、この様な振動に対する直接的な反応に加えて、居住性能としての判断基準を、居住者のニ
ーズや望む、望まないなどの定性的・主観的評価まで入り込み、評価体系を構築しようとしている。論文
全体を見渡した時、このような構成は性能設計へとシフトしたこの時代に時宜を得た内容になっていると
いえる。 
特に住宅建築後に日常的振動がクレーム問題になることが増加してきた今日では、日常的振動に対する
居住者のニーズを反映した設計が可能になり、建築後の問題減少につながる可能性があるなど、実用化に
資する方法を提示しており社会的有用性が高い。 
意識調査から得られた居住性能に対する判断基準は、対象者数などによって変動する可能性もあり、対
象者数を増やすなど、精度をあげることが望まれる。また、本論文で提示された説明資料は有用であるが、
建築主にとってさらにわかりやすいものとするべく洗練する余地が残されており、今後の研究に期待した
い。 
本研究は、上記のように今後の進展がさらに期待されるが、環境振動の居住性能を対象とした目標性能
を設定する上で、これまでの研究にない新しい着想点を多く含んだ結果を導いている。特に、居住性能と
しての判断基準を設計条件となる物理量と結びつける手法は、実務への展開を含めて、建築・住宅の性能
設計に資する論文として高く評価できる。 
以上をふまえ、本論文は、博士（学術）授与に値すると、審査委員全員が一致して判断したことを報告
する。 
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